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NWOの合成と構造評価

背景 目的

実験方法

実験結果・考察

まとめ

充放電試験結果（単一粒子測定）充放電試験結果（合剤電極）

CV測定結果（単一粒子測定） NWOのラマン分光分析結果

コインセル(合剤電極)による評価 単一粒子測定による評価

・リチウムイオン電池用負極材料として期待されてい
るNb18W16O93の電気化学特性を調査

・一般的な合剤電極を用いた特性評価に加えて、当
研究室独自の手法による単一粒子測定を実施

・既報ほどの良好なサイクル特性・高レート特性は、
今回の焼成条件下で合成した試料では確認できず

・ラマン分光測定より、結晶構造中の原子配置・サイ
ト占有率の影響が示唆

・今後、焼成温度等材料合成条件を種々検討し、材
料本来の電気化学特性を明確化する予定

単一粒子測定用電極の作製


